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神奈川県三浦市は、三浦半島の先端に位置している人口約
40,000人の市。都心からの交通アクセスが便利であるにも関
わらず、市内の人口は54,339人（1994年）をピークとして減少
し続けています（図１左軸）。同時に高齢化が進行し、2020年
の高齢化率は40.8%で、神奈川県の25.0%、全国の28.6%を
大きく上回っています（図１右軸）。

明治大学商学部では2006年度より、三浦市との連携のもと「特別テーマ実践科目」において、ア
クティブラーニングによる実習・実践授業に取り組んできました。2023 年度「特別テーマ実践科
目－三浦市の新規事業提案－」では、計4回の調査実習(春学期と秋学期各2回)を実施しました。
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春
学
期（
基
礎
編
）

　

春
学
期
の
調
査
は
、５
月
28
日
と
６
月
11
日
の
２
回
に

わ
た
っ
て
実
施
し
ま
し
た
。第
１
回
調
査
（
５
月
28
日
）

で
は
、
現
地
の
歴
史
的
伝
統
祭
事
で
あ
る
「
道
寸
祭
」
に

「
諸
役
」と
し
て
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、伝
統
あ
る
地
元

の
祭
事
を
体
験
し
て
、現
地
の
方
々
と
の
交
流
を
深
め
ま

し
た
。

　

第
２
回
調
査
（
６
月
11
日
）
で
は
三
崎
港
商
店
街
を
訪

れ
、「
海
南
神
社
」、「Caba Coffee

」、「
丸
一
水
産
」、「
カ

フ
ェ
３
２
０
４
」に
お
い
て
、
三
浦
市
の
抱
え
る
課
題
に

つ
い
て
聞
き
取
り
調
査
を
行
な
い
ま
し
た
。一
連
の
現
地

調
査
、研
究
会
、講
演
会
を
通
し
て
、現
在
、三
浦
市
が
直

面
し
て
い
る
様
々
な
課
題
に
つ
い
て
学
生
同
士
が
話
し

合
い
、地
域
活
性
化
の
た
め
の
新
し
い
ア
イ
デ
ア
を
出
し

合
い
、
報
告
書
に
ま
と
め
ま
し
た
。そ
し
て
、
７
月
19
日

に
駿
河
台
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
、研
究
報
告
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

①神奈川県三浦市の現状

  図1  三浦市人口と三浦、神奈川、日本の高齢化率推移   
           資料:「人口・世帯数に関する統計」総務省統計局

1  特別テーマ実践科目
「三浦市における新規事業提案」の成果報告
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②現地調査結果



一方、三浦市はマグロやサバ等の海産物で知られ、三浦海
岸、油壺湾などでは海水浴やマリンスポーツも盛んです。さ
らに、仏閣寺院など文化的・歴史的な観光資源が豊富で、
観光客を誘引する条件が整っています。観光産業データに
よると、2012年～2018年は、観光客数、観光消費額が堅調
に推移しています（図2）。

　

代
表
の
山
田
靖
子
氏
は
、
手
軽
に
持
ち
帰
れ
る
お
土

産
に
し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
「
海
風
の
ド
ラ
イ
べ
ジ
」

を
考
案
し
、
２
０
２
２
年
に
神
奈
川
県
で
女
性
が
開
発

に
貢
献
し
た
商
品
を
募
集
・
認
定
し
、
P
R
す
る「
神
奈

川
な
で
し
こ
ブ
ラ
ン
ド
」
に
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。農
園

で
は
栽
培
し
た
野
菜
を
自
ら
加
工
、
商
品
化
し
、
さ
ら
に

販
売
ま
で
行
な
う
６
次
産
業
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。調
査
で
は
、
さ
つ
ま
い
も
の
収
穫
を
お
手
伝
い
し
、

農
園
で
は
、
山
田
様
ご
夫
妻
の
お
話
の
お
聞
き
し
な
が

ら
、ド
ラ
イ
野
菜
を
使
っ
た
お
料
理
を
試
食
し
ま
し
た
。

研究会の様子
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神
奈
川
県
で
は
、６
次
産
業
化
に
つ
い
て
、農
林
水
産

業
者
の
経
営
安
定
や
所
得
向
上
お
よ
び
地
域
の
活
性
化

を
図
る
た
め
、商
品
の
企
画
、開
発
等
に
必
要
な
知
識
や

技
術
を
備
え
た
人
材
の
育
成
を
推
進
し
、
多
様
な
事
業

者
と
の
地
域
ぐ
る
み
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

基
本
的
に
は
経
営
規
模
に
よ
ら
ず
大
消
費
地
が
近
い
こ

と
を
生
か
し
た
商
品
開
発
を
検
討
し
て
い
ま
す
。現
地

調
査
は
、
10
月
29
日
と
11
月
19
日
の
２
回
に
わ
た
っ
て

実
施
し
ま
し
た
。

く
ろ
ぜ
む
農
園

　

第
１
回
調
査
（
10
月
29
日
）
で
は
、「
く
ろ
ぜ
む
農
園
」

を
訪
れ
、
農
産
物
の
栽
培
、
ド
ラ
イ
野
菜
商
品
へ
の
加

工
、
販
売
と
い
う
６
次
産
業
の
取
り
組
み
に
関
す
る
調

査
を
実
施
し
ま
し
た
。く
ろ
ぜ
む
農
園
は
、
約
千
年
前
か

ら
先
祖
代
々
農
業
を
営
ん
で
い
ま
す
。

　
「
自
分
た
ち
が
食
べ
て
美
味
し
い
と
思
え
る
作
物
を

栽
培
し
、
心
身
共
に
健
康
を
提
供
す
る
こ
と
」を
経
営
理

念
と
し
、
完
全
露
地
栽
培
に
よ
り
、
青
首
大
根
、
三
浦
大

根
、キ
ャ
ベ
ツ
、ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、ネ
ッ
ト
メ
ロ
ン
、す
い

か
、か
ぼ
ち
ゃ
、王
様
ト
マ
ト

を
中
心
に
年
間
約
40
品
目
程

度
栽
培
し
て
い
ま
す
。温
暖

な
三
浦
の
地
の
利
を
生
か
し

た
、
ビ
ニ
ー
ル
ト
ン
ネ
ル
や

ビ
ニ
ー
ル
マ
ル
チ
を
使
わ
な

い
完
全
露
地
の
密
着
栽
培
を

行
っ
て
い
ま
す
。

「くろぜむ農園」での収穫体験の様子

神奈川県における
三浦市の位置

 図2  三浦市観光客入込客数、
観光消費額の推移

資料：三浦市経済部おもてなし課
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加工場と店舗内の様子

影山氏(左端)と調査実習メンバー3名

1.特別テーマ実践科目
「三浦市における新規事業提案」の成果報告

三
浦
パ
ン
屋
　
充
麦

　

第
２
回
調
査（
11
月
19
日
）で
は
、「
三
浦
パ
ン
屋 

充
麦｣

を
訪
れ
ま
し
た
。「
充
麦｣

は
自
家
農
園
で
小
麦
を
栽
培
し

（
第
１
次
）、
収
穫
さ
れ
た
小
麦
か
ら
小
麦
粉
を
製
粉
し

て
、
自
社
工
場
で
パ
ン
の
製
造（
第
２
次
）を
行
な
い
、
加

工
所
の
隣
に
あ
る
店
舗
で
販
売
（
第
３
次
）
を
行
な
っ
て

い
ま
す
。経
営
者
の
蔭
山
充
洋
氏
は
、
横
須
賀
市
で
ク
ラ

ブ
D
J
と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
の
後
で
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
歴

訪
し
、
フ
ラ
ン
ス
で
出
会
っ
た
パ
ン
に
魅
せ
ら
れ
て
、
帰

国
後
に
パ
ン
を
扱
う
ホ
テ
ル
の
シ
ェ
フ
に
な
っ
た
と
い

う
異
色
の
経
歴
を
持
っ
た
方
で
す
。売
れ
残
っ
た
バ
ゲ
ッ

ト
を
使
っ
た
ビ
ー
ル
を
製
造
し
て
お
り
、フ
ー
ド
ロ
ス
問

題
の
解
決
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

お
店
に
は
、
出
来
た
て
パ
ン
以
外
に
も
三
浦
市
や
神
奈

川
県
内
の
農
家
や
店
舗
と
連
携
し
た
商
品
が
並
ん
で
い

ま
す
。
蔭
山
氏
は
、
地
元
の
も
の
を
使
う
こ
と
が｢

自
然｣

で
あ
る
と
し
、
創
作
パ
ン
に
使
う
野
菜
や
卵
、
は
ち
み
つ

等
に
は
全
て
地
元
産
を
使
用
し
て
い
ま
す
。蔭
山
氏
は
終

始
自
分
が
や
り
た
い
こ
と
を
と
こ
と
ん
や
っ
て
い
る
と

語
っ
て
お
り
、地
域
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
使
っ
て
も
っ

と
三
浦
市
を
盛
り
上
げ
た
い
と
熱
く
語
っ
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。

❹

思いの詰まった商品は、
美味しさが
倍増だったね！

②現地調査結果



千葉県南房総市は、千葉県の南部にあり、関東地方の最南
端に位置し、海岸部は南房総国定公園に指定されています。
千葉市や銚子市、木更津市などと隣接しており、また、東京都
からも「東京湾アクアライン」を経由することで、アクセスが
便利な地域です。2006年に７つの旧町村の合併により発
足しました（図1）。
南房総市では急激に人口の高齢化が進んでおり、2020年
の高齢化率は47.2%で全国平均の28%を大きく上回ってい

ます。また、15歳未満の人口割合は10.8%と低く、少子高齢
化が深刻な問題となっています。 2045（令和 27）年には男
性では70～74歳、女性では90歳以上の人口が最も多くなる
など、65歳以上人口が著しく増加しより高齢化が進むと推
計されています（図2）。市の基幹産業である農業についても
農家数が減少傾向にあり、新たな地域活性化策が期待され
ています。

　

地
域
の
活
性
化
策
と
し
て
、
市
内
に
８
つ
の
道
の
駅
①

「
と
み
う
ら
枇
杷
倶
楽
部
」②「
富
楽
里
と
み
や
ま
」③「
三

芳
村
鄙
の
里
」④ 「
ロ
ー
ズ
マ
リ
ー
公
園
」⑤ 「
ち
く
ら
潮

風
王
国
」⑥ 「
和
田
浦
W
A
・
O
！
」⑦ 「
白
浜
野
島
崎
」

⑧ 「
お
お
つ
の
里
花
倶
楽
部
」
を
拠
点
と
し
た
市
内
の
農

業
・
観
光
の
振
興
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
の
８
駅

の
う
ち「
白
浜
野
島
崎
」を
除
く
７
駅
は
、「
株
式
会
社
ち

ば
南
房
総
」
に
よ
っ
て
管
理
運
営
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ

り
、
市
内
の
８
駅
が
相
互
に
連
携
し
、
常
に
情
報
交
換
を

行
な
う
こ
と
で
、
強
固
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
結
ば
れ
て
い

ま
す
。そ
し
て
２
０
２
０
年
に
、
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
が

認
め
ら
れ
、重
点「
道
の
駅
」に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。「
特
別

テ
ー
マ
実
践
科
目
南
房
総
市
の
地
域
活
性
化
の
取
り
組

み
D（
秋
学
期
）」に
お
い
て
、
８
駅
の
う
ち
、「
と
み
う
ら

枇
杷
倶
楽
部
」と「
富
楽
里
と
み
や
ま
」を
訪
れ
、
現
地
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

道の駅「富楽里とみやま」正面玄関

①千葉県南房総市の現状
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図1  千葉県における
　　南房総市の位置

「特別テーマ実践科目-南房総市の地域活性化の取り組み-」2023年度秋学期では、「明治大学「道
の駅」研究所」との連携のもと、南房総市での調査実習を実施しました。調査は、同市の地域活性化
の拠点とされる道の駅「とみうら枇杷倶楽部」（第1回）と「冨楽里とみやま」（第2回）を訪れました。

２  特別テーマ実践科目
 「南房総市の地域活性化の取り組み」の成果報告
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キラーコンテンツ「びわ」を使ったPB商品

道
の
駅「
と
み
う
ら
枇
杷
俱
楽
部
」

　

第
１
回
調
査（
10
月
１
日
）で
は
、
道
の
駅「
と
み
う
ら

枇
杷
俱
楽
部
」を
訪
れ
、（
株
）ち
ば
南
房
総
相
談
役
の
加

藤
文
男
氏
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。「
と
み
う
ら
枇
杷
俱

楽
部
」内
に
は
、
市
役
所
の
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
課
の

職
員
が
常
駐
し
て
お
り
、
常
に
情
報
共
有
・
連
携
が
図

ら
れ
て
い
ま
す
。駅
で
は
、①
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム（
分
散

配
置
事
業
の
統
合
運
営
理
論
）の
手
法
に
よ
る
町
全
域
の

活
性
化
、②
産
業
振
興
施
設
（
枇
杷
倶
楽
部
・
花
倶
楽
部

等
）の
自
活
と
、地
域
産
業
振
興
へ
の
貢
献
、③
植
物
の
成

育
段
階
の
視
覚
化
に
よ
る
集
客
拠
点
の
整
備
、④「
文

化
」
を
打
ち
出
し
た
差
別
化
、⑤
町
民
の
憩
い
の
場
と
学

習
・
文
化
・
情
報
の
場
整
備
と
い
う
５
つ
の
方
針
で
市

の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
次
の
３
つ
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

ま
す
。

取
り
組
み
①

地
域
特
産
品
の「
房
州
び
わ
」を

使
っ
た
ジ
ュ
ー
ス
、
ゼ
リ
ー
な

ど
の
P
B
（
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ブ

ラ
ン
ド
）
商
品
の
展
開
で
す
。

「
房
州
び
わ
」
を
核
（
キ
ラ
ー
コ

ン
テ
ン
ツ
）
に
多
様
な
商
品
を

開
発
し
て
販
売
し
て
い
ま
す
。

レ
ス
ト
ラ
ン
で
大
人
気
の
「
枇

杷
カ
レ
ー
」に
は
、枇
杷
農
家
か

ら
仕
入
れ
た
規
格
外
の
枇
杷
を

加
工
し
た
ピ
ュ
ー
レ
が
使
わ
れ

て
い
ま
す
。「
房
州
び
わ
」
と
し

て
企
画
に
合
格
し
た
商
品
は
生

産
量
の
わ
ず
か
約
３
割
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
よ
う

な
規
格
外
商
品
を
有
効
利
用
す
る
方
法
は
、S
D
G
s
の

観
点
か
ら
も
非
常
に
重
要
で
す
。

取
り
組
み
②

地
域
の
団
体
・
企
業
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
す
る
こ
と
に

よ
り
、「
収
穫
体
験
」「
飲
食
」「
宿
泊
」「
地
域
観
光
な
ど
の

旅
行
企
画
」を
、「
と
み
う
ら
枇
杷
俱
楽
部
」が
旅
行
代
理

店
と
な
り
一
元
的
に
受
注
す
る
こ
と
で
、
観
光
産
業
の

維
持
・
拡
大
、
南
房
総
市
全
体
の
イ
メ
ー
ジ
や
認
知
度

の
向
上
に
成
功
し
ま
し
た
。
ま
た
、
１
９
９
７
年
の
ア
ク

ア
ラ
イ
ン
の
開
通
に
よ
る
個
人
客
の
利
用
増
加
を
受
け

て
、
J
R
東
日
本
と
の
連
携
に
よ
り
、「
ビ
ワ
狩
り
体
験
」

を
軸
と
し
た
着
地
・
個
人
型
旅
行
商
品
の
共
同
開
発
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た

枇杷カレー

「
地
域
活
性
化
シ
ス
テ
ム
論
」に
お
け
る

「
地
方
創
生
ア
イ
デ
ア
コ
ン
テ
ス
ト
」と

ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
に
よ
る
講
演

　
「
地
域
活
性
化
シ
ス
テ
ム
論
」で
は
ク
ラ
ス
内
で

「
地
方
創
生
ア
イ
デ
ア
コ
ン
テ
ス
ト
」を
１
月
22
日

に
開
催
し
ま
し
た
。13
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、

各
班
で
考
え
た
地
方
創
生
の
ア
イ
デ
ア
に
関
し
て

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。各
報
告
は
、ど
れ
も
真
剣
に
考
え
ら
れ
た
素
晴

ら
し
い
ア
イ
デ
ア
ば
か
り
で
、、コ
ン
テ
ス
ト
は
と

て
も
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

出
席
者
の
挙
手
に
よ
る
投
票
に
よ
り
、
第
１
位

に
選
ば
れ
た
の
は
、「
商
店
街
ま
ち
づ
く
り
班
」の

石
崎
草
太
さ
ん
、落
合
康
平
さ
ん
、久
保
は
る
か
さ

ん
、
細
川
健
人
さ
ん
、
山
田
航
太
さ
ん（
い
ず
れ
も

３
回
生
）に
よ
る
報
告
で
、最
優
秀
賞
が
授
与
さ
れ

ま
し
た
。同
班
は
、
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
の
久
保
さ

ん
を
中
心
と
し
て
、「
商
店
街
の
空
き
店
舗
を
活
用

し
た
地
域
活
性
化
」と
い
う
テ
ー
マ
で「
シ
ェ
ア
オ

フ
ィ
ス
カ
フ
ェ
や
地
域
支
援
子
育
て
ス
ペ
ー
ス
を

空
き
店
舗
に
設
け
る
こ
と
で
、
業
種
間
の
交
流
・

世
代
間
の
交
流
を
生
み
出
す
」
と
い
う
ア
イ
デ
ア

を
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

2.特別テーマ実践科目
 「南房総市の地域活性化の取り組み」の成果報告
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②現地調査結果



道の駅「富楽里とみやま」での
調査実習の様子

道
の
駅「
富
楽
里
と
み
や
ま
」

　

第
２
回
調
査（
12
月
３
日
）で
は
、
道
の
駅「
富
楽
里
と

み
や
ま
」
を
訪
れ
、
支
配
人
の
池
田
文
子
様
に
お
話
を
伺

い
ま
し
た
。
同
駅
は
、
２
０
２
３
年
７
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
さ
れ
、
１
階
は
地
域
で
と
れ
た
農
水
産
物
の
直
売
、
特

産
品
販
売
セ
ン
タ
ー
、
２
階
は
フ
ー
ド
コ
ー
ト
コ
ー
ナ
ー

で
地
域
食
材
を
使
っ
た
飲
食
店
の
営
業
と
地
域
交
流
・

ふ
る
さ
と
情
報
展
示
コ
ー
ナ
ー
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
に
よ
り
綺
麗
に
な
っ
た
こ
と
で
、
多
く
の
来

場
者
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
同
駅
は
、
新
鮮
な
農
水
産

物
の
品
揃
え
が
豊
富
な
こ
と
で
有
名
で
、
い
つ
も
木
更

津
・
市
原
を
含
め
た
南
房
総
地
域
か
ら
の
買
い
物
客
で

賑
わ
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
観
光
客
に
対
し
て
は
、
み
か

ん
、竹
の
子
、び
わ
狩
り
な
ど
の
収
穫
体
験
が
人
気
で
す
。

　

レ
ジ
の
自
動
化
に
よ
り
レ
ジ
担
当
を
12
人
か
ら
６
人

に
減
ら
す
こ
と
で
、
お
客
様
に
対

す
る
接
し
方
に
余
裕
が
生
ま
れ
た

と
言
い
ま
す
。
ま
た
「
富
楽
里
と
み

や
ま
」
で
は
９
割
が
女
性
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
結
婚
、
出
産
な
ど
の
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
応
じ
て
、
パ
ー

ト
、
正
社
員
な
ど
の
働
き
方
を
選

べ
る
制
度
を
採
用
し
て
お
り
、
明

る
い
雰
囲
気
に
つ
な
が
っ
て
い
る

と
言
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
本
講
義
で
は
、
明
治
大
学「
道
の
駅
」研

究
所
と
連
携
し
、
客
員
研
究
員
の
先
生
方
に
よ
る

次
の
よ
う
な
特
別
講
義
を
２
回
実
施
し
ま
し
た
。

第
１
回
目
10
月
16
日
に
は
、
八
千
代
エ
ン
ジ
ニ
ヤ

リ
ン
グ（
株
）専
務
執
行
役
員
の
吉
兼
秀
典
氏
、
同

事
業
統
括
本
部
の
竹
田
恵
利
加
氏
と
小
川
耀
司
氏

に
「
日
本
の
イ
ン
フ
ラ
の
果
た
し
て
き
た
役
割
と

こ
れ
か
ら
の
課
題
」
及
び
「
道
の
駅
に
お
け
る

P
P
P
/
P
F
I
事
業
に
つ
い
て
」と
い
う
２
つ
の

テ
ー
マ
で
、第
２
回
目
の
１
月
15
日
に
は
、汎
太
平

洋
東
南
ア
ジ
ア
婦
人
協
会
副
会
長
の
鹿
野
和
子
氏

に
よ
り
「〈
道
の
駅
〉
と
農
村
女
性
の
エ
ン
パ
ワ
メ

ン
ト
」と
い
う
テ
ー
マ
で
、そ
れ
ぞ
れ
ご
講
演
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
現
場
で
の
地
域
活
性
化
の
現
状
に
触
れ

る
た
め
に
外
部
専
門
家
に
よ
る
特
別
講
義
も
２

回
実
施
し
ま
し
た
。第
１
回
目
の
11
月
20
日
に

は
、（
株
）ち
ば
南
房
総
相
談
役
の
加
藤
文
男
氏
に

「
道
の
駅
と
地
域
活
性
化
」と
い
う
テ
ー
マ
で
、
そ

し
て
12
月
11
日
に
は
、
ラ
ジ
オ
N
H
K
ジ
ャ
ー
ナ

ル
の
山
崎
淑
行
キ
ャ
ス
タ
ー
と
堤
千
春
デ
ィ
レ

ク
タ
ー
に
「
今
こ
そ
、
地
方
創
生 

街
づ
く
り
を
記

者
は
ど
う
見
て
い
る
か
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
そ

れ
ぞ
れ
ご
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

地
域
活
性
化
政
策
の
最
前
線
で
活
躍
し
て
お

ら
れ
る
計
４
名
の
諸
先
生
方
の
講
義
に
学
生
は

真
剣
な
表
情
で
聞
き
入
り
、
提
出
さ
れ
た
授
業
の

感
想
レ
ポ
ー
ト
は
、
い
ず
れ
も
彼
ら
の
真
剣
さ
が

伺
え
る
も
の
ば
か
り
で
、
受
け
取
ら
れ
た
ゲ
ス
ト

ス
ピ
ー
カ
ー
の
先
生
方
が
と
て
も
驚
か
れ
て
お

ら
れ
ま
し
た
。

調査実習の参加者（中央が池田支配人）

農産物直売所売場
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